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京町家の伝統と風情を継承するホテル

まちなみ・景観への配慮

京都の夏を彩る祇園祭の鉾町に建つホテルである。伝統的な京町家が軒

を連ねる通りに面しており、町衆が定めた景観ルールが色濃く残ってい

る地域である。そのルールは一言でいえば“山鉾が似合う景観”であ

り、祇園祭という「ハレ」を最優先したものとなっている。本計画では

瓦を葺いたコンクリートの軒、スチール製の連子格子、土壁風仕上げと

いう極めて限定した外装材の組み合わせとし、余分なものをできるだけ

排除することで、この景観ルールに答えた。

祇園祭のシーズンには格子のファサードに幔幕や提灯が飾られ、レスト

ランからは通りの賑わいを伺うことができる。新町通に面した２階の客

室には窓面に小上がりを設け、格子を開け放って山鉾の巡航を楽しむと

いう、昔ながらの風情の継承を行っている。

構造エンジニアリング

美観地区の高さ規制に応じて15ｍに５階建てをおさめている。客室標準

階高2850においても部屋の狭さを感じさせないように、鉄筋コンクリー

ト壁式構造を採用した。壁式構造は柱型・梁型がなく空間有効率が最大

化されるため、平均客室面積が20㎡程度ではあるが充実した水廻りを持

つ、ゆとりのある客室空間となっている。

外壁の鉄筋コンクリートに対して、ひび割れ解析を実施した。想定ひび

割れ幅が外装塗材の追従可能な範囲に留まる壁厚・鉄筋量を調整するこ

とで防水性能を高め、建物の長寿命化を図っている。

坪庭による環境配慮

〈昼光利用と緑化〉

敷地を東西に貫くようにボイド空間を挿入し、自然光の活用

や無駄のない換気計画を行った。意匠的にはこのボイドを坪

庭としてしつらえて宿泊者の動線に絡ませることで、様々な

シーンを作り出した。渡り廊下を挟む趣の異なる２つの坪庭

を入口から直線状に並べることで、「うなぎの寝床」と呼び

ならわされた奥深い町家のイメージにつなげている。

坪庭には日照シミュレーションで植栽の生育に適したエリア

を選定し、枯山水のアイストップとなるベニシダレモミジを

植えている。ボイドによって各階廊下に自然光も入るため、

人工照明のみに頼らず、坪庭へのビューも楽しめる移動空間

を演出している。

〈合理的な換気計画〉

客室に供給する外気取入れは、坪庭に面して飛び出したメカ

ニカルシャフトチャンバーの配管スペースの両サイドからと

し各階廊下を経由したパスダクトによってユニットバスから

排気される。BIMによって設備・構造の整合性確認を行い排

気方向を敷地境界側に設定することで、合理的な一方向の流

れを作り出している。客室廊下部分に梁型のない壁式構造

が、このダクトルート確保に大きく貢献している。

再生可能エネルギーの活用

京都市では間伐材等を活用した木質資源のエネルギー化を推

進しており、健全な森林整備と低炭素社会実現の観点から市

の施策として木質ペレットストーブを推奨している。

本計画では冬場の暖房エネルギー利用量削減のためにペレッ

トストーブをラウンジに設置した。厳しい京都の冬を体験し

た宿泊者が部屋に戻る前に暖をとることができる。

また京都市では地産地消として京都産木材の活用推進も行っ

ている。今回、客室内装の仕上下地に京都産材の認証を取得

したLVL材を採用している。

歴史の継承

敷地内の埋蔵文化財調査において鎌倉～室町時代に使用され

た石列敷の室（地下倉庫）の遺構が見つかった。遺構埋土か

らは国産土器、陶磁器、輸入陶磁器、多数の銭貨などと共に

ハマグリや巻貝、鹿の角片、多くの魚骨類などの生活残滓が

出土した。これら学術的にも貴重な資料をエントランスホー

ルの一画に陳列することで、宿泊客に限らず訪れるすべての

人に広く紹介している。
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